
熊本記念出場予定選手　着度数 ・事故点 ・勝率 ・連対率 ・賞金と短評

級班 選手名 年齢 府県 期別 1着 2着 3着 着外 失格 勝率 連対率 賞金(万円 ) 短評

S1 和田　　圭 32 宮城 92 2 1 0 7 1 0.166 0.250 2,129 久留米バンクに強い今年大躍進の気鋭は、痛烈差がセールスポイント。

S1 根田　空史 30 千葉 94 4 3 0 7 0 0.285 0.500 1,774 ガラスの心臓は猛練習で克服した房総の怪人は、逃げも捲りも規格外。

S1 松川　高大 29 熊本 94 2 1 3 10 0 0.125 0.187 1,479 地元記念は特別なので、パーフェクトに仕上げたものと信じての大暴れ。

S1 金子　哲大 29 埼玉 95 1 2 1 5 0 0.111 0.333 　898 一途な迄に先行を貫き通す自力型は、体が弱く故障多いのだけが心配。

S1 坂口　晃輔 30 三重 95 0 0 0 6 0 0.000 0.000 1,431 祖父母は天草在住の熊本人、小兵だけど大男に負けない脚力に根性者。

S1 石川　裕二 34 茨城 99 0 1 1 13 0 0.000 0.066 　903 しっかりした追い込み術で１班迄上って来た努力の男は、２・３着が好き。

S1 横山　尚則 27 茨城 100 6 0 2 7 0 0.400 0.400 1,594 前々に攻める勇敢な新鋭は逃げるより捲り、それも人気薄の時が狙い。

S1 古性　優作 27 大阪 100 6 1 1 3 0 0.545 0.636 3,509 前年度熊本記念の覇者、絶対にあきらめない勝負根性は狙って損無し。

S1 石塚輪太郎 24 和歌 105 2 1 1 12 0 0.125 0.187 1,466 先行する事に迷いが無い紀州の若者に、久留米バンクはＳ級初Ｖの地。

S1 新山　響平 24 青森 107 3 2 1 5 0 0.272 0.454 1,753 本格化した北のモンスターは逃げも捲りも強烈無比、Ｖのダークホース。

S1 堀内　俊介 28 神奈 107 3 1 0 6 1 0.272 0.363 1,125 逃げでは脆さを露呈するが、捲りそして追い込みのセンスは抜群なホープ。

S1 中西　　大 28 和歌 107 3 1 0 6 0 0.272 0.363 　992 久留米生まれの久留米育ちと言う事で今年４回目の登場、狙いは優出。

S2 黒崎　直行 52 栃木 57 0 1 3 14 0 0.000 0.055 　677 何時迄も脚力は衰える事ない努力のベテランは、真面目で関東一の紳士。

S2 川口　満宏 51 東京 58 3 1 2 13 0 0.157 0.210 　808 半年間のＡ級生活で、勝ち癖を付けてＳ級カムバックした実力者。

S2 石田　洋秀 48 広島 64 0 2 1 12 0 0.000 0.133 　856 常に上位の着を狙うために単騎が多いが、中国ラインは大事にしてる。

S2 武田　哲二 48 京都 65 0 3 1 12 0 0.000 0.187 　685 Ａ級での生活に満足せずもう一度Ｓ級で勝負する気に成ったのがこの成績。

S2 山口　富生 48 岐阜 68 2 2 2 5 0 0.166 0.333 1,366 来年３月の地元大垣ウィナーズカップ（ＧⅡ）の出場に照準を絞った古豪。

S2 水谷　良和 47 愛知 70 0 0 2 13 0 0.000 0.000 　524 考えて練習してるのか今期はＳ級点をクリヤーしてる味がある巧者。

S2 阪本　正和 48 長崎 70 0 1 3 9 0 0.000 0.071 　697 長崎支部長としても全力で頑張る人格者は、チャンスは逃がす事はない。

S2 石井　　毅 45 神奈 74 1 1 3 10 0 0.062 0.125 　775 Ａ級戦で好成績を残す事で自信も甦り、それが今期の好成績。

S2 児玉慎一郎 44 香川 76 2 0 2 9 0 0.153 0.153 　540 来期は病気で３ヶ月休んだ事でＡ級に陥落するが、回復するや今期は順調。

S2 北川　紋部 44 福井 78 0 2 1 9 0 0.000 0.166 　908 久留米バンクは８月ＦⅠで決勝に乗ったばかり、この勢いで１予突破。

S2 井手　　健 44 長崎 79 0 1 2 9 0 0.000 0.083 　756 練習グループの山崎賢人・井上昌己とたまに練習する事で調子は上向き。

S2 國村　　洋 41 山口 80 2 5 1 8 0 0.125 0.437 　929 弟子の清水裕友と防府バンクで乗り込んだ成果が、今期の活躍での高得点。

S2 川村　昭弘 43 新潟 81 0 0 1 11 0 0.000 0.000 　578 新潟・長野・山梨地区の新支部長として公務を優先したのがこの不成績。

S2 飯尾　主税 39 静岡 81 1 0 0 5 0 0.166 0.166 　628 調子上ってくれば持病の腰痛が再発しても、落ち込む事は無い勝負師。

S2 小宮　　剛 42 東京 82 0 2 1 10 0 0.000 0.153 　609 来期はギリギリでＳ級点をキープした瀬戸際の強さは、今回はズバリ狙い。

S2 春日　勇人 42 千葉 82 0 1 3 13 0 0.000 0.058 　855 来期は２度の失格でＡ級に陥落するが、今期こそはで頑張ってる巧者。

S2 吉岡　篤志 39 徳島 82 0 1 3 10 0 0.000 0.071 　894 ８月の防府準決勝で村上義弘に先着したのは、生涯忘れる事はない宝物。

S2 谷津田将吾 38 福島 83 0 0 1 11 0 0.000 0.000 　605 メンバー次第では自力も辞さずの実力者、不振打開に猛練習の毎日とか。

S2 女屋　文伸 40 埼玉 83 0 0 0 14 0 0.000 0.000 　697 成績に関係なく何時も笑顔で、良かった時はラインのお蔭で済ます好人物。

S2 川口　直人 41 神奈 84 1 0 4 8 0 0.076 0.076 　985 ライン大事の運行を主流にしているが、たまに出す捲りは強烈無比。

S2 吉本　哲郎 39 広島 84 5 2 2 7 0 0.312 0.437 1,324 広島輪界のニューリーダーは今が旬、久留米バンクは８月末に快走してる。

S2 小橋　秀幸 39 青森 85 0 0 2 10 0 0.000 0.000 　996 すっかり自力は減ったが捲りは残してる北の実力者は、人気薄の時が狙い。

S2 加藤　圭一 40 神奈 85 1 0 2 7 0 0.083 0.083 　995 踏み出しに難があるが、それを補って余りある差しの冴えで上位進出。

S2 佐藤　　亙 39 愛知 85 0 4 1 8 0 0.000 0.307 　905 選手人生は怪我と故障との付き合いだが、ピンチをチャンスに変える名人。

S2 榊原　　洋 40 岡山 85 0 0 2 7 1 0.000 0.000 　568 Ｓ級昇格直後に失格した事で、良い方に開き直ったのか今期は絶好調。

S2 矢口啓一郎 38 群馬 86 4 1 3 6 0 0.285 0.357 　816 大変だった副支部長職を返上した事で、練習したのかこゝに来て復活急。

S2 吉田　勇人 39 埼玉 86 0 0 2 7 0 0.000 0.000 　613 落車で調子崩していたが、Ｓ級点がピンチに成った事で自慢の鋭差が復活。

S2 良永　浩一 39 福岡 86 0 1 1 12 0 0.000 0.071 　748 久留米で開催される以上は勿論地元戦、成績に関係なく狙ってみたい。

S2 中村　圭志 37 熊本 86 0 3 1 11 0 0.000 0.200 　872 来期は失格でＡ級に落ちるが、これで頑張ったのか今期は１班取る勢い。

S2 吉田　健市 41 愛知 87 0 0 2 12 0 0.000 0.000 　485 落車が多く怪我続きでも、必ずカムバックして来る根性はズバリ買い。

S2 藤田　竜矢 38 埼玉 88 1 1 3 11 0 0.058 0.117 　987 小田原記念の補充で、不運な落車事故で顎を骨折の重傷から立ち直っての参戦。

S2 五日市　誠 34 青森 89 2 1 1 9 0 0.153 0.230 　874 メンバーに応じて自力と追い込みを使い分けるが、威力あるのは捲り。

S2 阿部　英光 36 宮城 89 0 0 1 7 0 0.000 0.000 　546 Ａ級戦の不成績そのまゝにＳ級戦に突入したのか、今期は大スランプ。

S2 佐藤　朋也 38 秋田 89 2 1 2 8 0 0.153 0.230 　908 秋田・青森・岩手の同地区以外の選手には任せないと決めてる自力型

S2 今泉　　薫 35 群馬 89 0 1 3 15 0 0.000 0.052 　827 お人好しなので、任されたら着も考えずスッ飛んで行く根っからの自力型。

S2 大澤　雄大 36 埼玉 89 0 0 0 3 0 0.000 0.000 　611 まとめ上手の巧者だけど、ネックは落車が多く１年間無事完走出来ぬ事。

S2 上田　国広 35 三重 89 1 0 1 9 0 0.083 0.083 　823 決め脚は鋭いのに性格なのか、ラインを大事にするため安定しない成績。

S2 藤木　　裕 34 京都 89 9 2 3 3 0 0.529 0.647 1,567 久留米は８月に走り２勝挙げたばかり、今回は勝利数以上に優出が目標。

S2 伊原　弘幸 33 福井 90 1 0 2 10 0 0.076 0.076 　817 負け戦に限られているが、穴党を喜ばせているのは今シリーズも楽しみ。

S2 藤田　大輔 34 千葉 91 2 3 2 12 0 0.105 0.263 1,047 口癖は絶好調と言い続けていたら、それが現実に成ってしまう自力型。

S2 大西　　祐 31 香川 91 1 2 1 8 0 0.083 0.250 　954 凄い能力を有してるのに、その力をコンスタントに発揮出来ないのが悩み。

S2 木村　隆弘 32 徳島 91 1 1 1 11 0 0.071 0.142 1,042 今期は順調だったのに、先月始めの富山記念で落車したのは不安一杯。

S2 野本　翔太 34 高知 91 0 0 2 6 0 0.000 0.000 　490 欠場がちだが走ると決めた時の勝負強さで、高得点キープのマーカー。

S2 須藤　　誠 33 千葉 92 1 4 3 7 0 0.066 0.333 　866 練習してるからか今期も絶好調、番手で仕事するよりフリーの時が強い。

S2 亀谷　隆一 32 神奈 92 0 0 2 9 1 0.000 0.000 　561 今期は好スタートを切った事でＳ級点をキープしてる地味なマーカー。

S2 後藤　彰仁 33 岐阜 92 0 1 2 11 0 0.000 0.066 　739 自力はキッパリ卒業して、追い込み一本にやる事に決めた一途な気鋭。

S2 森川　大輔 31 岐阜 92 2 0 0 2 0 0.400 0.400 　740 体調崩して大スランプに陥ったが、捲りを復活させる事で立ち直り急。

S2 松尾信太郎 35 福岡 92 5 1 3 6 0 0.333 0.400 1,166 ７月の小倉ＦⅠ吉岡稔真杯で、強豪を撃破して優勝決めた調子は健在。

S2 山口　貴弘 34 佐賀 92 3 1 0 12 0 0.176 0.235 1,059 ８月小田原記念で北津留翼の捲りを逆転した事で、自信も脚力も蘇る。

S2 三谷　政史 35 奈良 93 0 6 2 5 1 0.000 0.428 1,226 実弟の将太同様失格に落車が続いているが、逆に気合入ったか只今絶好調。

S2 佐藤　雅春 31 宮城 94 0 4 0 15 0 0.000 0.210 　760 自力主体だが、出られた時はアッサリ下げず粘る事にして上昇中。

S2 不破　将登 30 岐阜 94 4 1 1 12 0 0.222 0.277 1,056 成績にムラはあるが、その気に成った時のパワーは強烈で久留米は得意。

S2 佐川　翔吾 34 大阪 94 1 2 2 11 0 0.062 0.187 　787 立ち直ってはいるが、運行が荒々し過ぎてまとめるのが下手な先行型。

S2 鹿内　　翔 32 青森 95 3 1 0 9 0 0.230 0.307 　900 Ｓ級で初Ｖを決めた昨年の勢いは失せたが、ツボにはまった時の決め脚は痛烈。

S2 亀井　久幸 37 千葉 95 0 0 0 0 0 0.000 0.000 　783 ６月久留米記念の最終日に落車して三ヶ月のブランクはハンディ。

S2 西村　光太 32 三重 96 1 1 0 9 0 0.083 0.166 　821 全プロエリミネイションＶで前橋寬仁親王牌が決まってる実力者

S2 山下　一輝 29 山口 96 1 0 1 12 0 0.071 0.071 　811 瞬発力と持久力を兼ね備えているのに、まとめるのが下手なのは勿体ない。

S2 鈴木　謙二 33 東京 97 0 1 2 16 0 0.000 0.052 　667 不振を打開するには初心に帰って逃げる事に決めたら立ち直りは急。

S2 箱田　優樹 27 青森 98 1 3 1 5 0 0.100 0.400 　843 ９８期のルーキーチャンプだが、未だに逃げるか捲るかに悩み迷ってる若者。

S2 東矢　昇太 32 熊本 98 3 1 1 9 0 0.214 0.285 　986 ６月久留米記念は事故点満杯だったが現在は存分に闘える自由の身。

S2 高田　大輔 29 岡山 97 2 0 2 11 0 0.133 0.133 　697 ８月末の小田原記念の落車で肩胛骨々折で全治４０日の診断は痛過ぎる。

S2 松岡　孝高 33 熊本 98 2 3 0 6 0 0.166 0.416 　600 ８月玉野ナイター落車で鎖骨々折して手術したばかりでは不安。

S2 宗崎　世連 27 高知 100 1 1 1 10 0 0.076 0.153 　830 先行基本の自力勝負でメキメキ頭角を現わした高知輪界のホープ。

S2 小酒　大勇 24 福島 103 1 3 1 11 0 0.062 0.250 　920 １０３期卒業記念のチャンプにしては伸び悩んでるが素材はダイヤモンド。

S2 伊早坂駿一 24 茨城 105 4 0 1 8 0 0.307 0.307 　982 １０５期卒記チャンピオンは無限の可能性を秘めた本物の大器

S2 小笹　隼人 28 京都 105 0 0 1 5 0 0.000 0.000 　611 久留米は８月末に走り苦戦したばかりならリベンジする自力勝負。

S2 野口　正則 28 奈良 105 1 1 1 14 0 0.058 0.117 　865 小兵だけどパンチの効いた先行・捲りは予選では立派に通用する若者。

S2 渡邉　豪大 29 静岡 107 1 3 0 1 1 0.142 0.571 　609 ８月初めの小松島ＦⅠ準決で落車して肩胛骨・肋骨４本骨折の重傷

S2 小林　　令 22 山梨 109 1 4 0 7 1 0.076 0.384 　574 初めてのＳ級は徹底した番手戦で闘う異色のルーキー。失格してるが絶好調。

S2 堀　　僚介 23 大阪 109 1 0 0 7 0 0.125 0.125 　342 やっと真価発揮し始めた浪花の期待星は久留米はＡ級の時は好走。

S2 林　　大悟 23 福岡 109 2 2 0 7 0 0.181 0.363 　679 北九州輪界待望の力ある先行レーサー、パンチの効いた自力で予選突破。

S2 山崎　賢人 25 長崎 111 4 5 1 2 1 0.307 0.692 2,379 九州が誇る大型大砲は髪型も奇抜だが、パワーは半端ないＶ有力候補。

※ 1着・2着・3着・着外、失格・勝率・連対率・賞金は直近 4ヵ月のデータ。成績は 8 月 30 日現在。
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人

間
と
し
て
も
非
の
打
ち
処
が
無
い
真
の

ス
タ
ー
。
飛
び
っ
き
り
の
笑
顔
で
「
僕
は

賞
金
の
高
い
レ
ー
ス
（
Ｇ
Ｐ
・
ダ
ー
ビ
ー
・

オ
ー
ル
ス
タ
ー
）
の
優
勝
に
は
縁
が
無
い

の
で
、
獲
る
迄
は
努
力
し
ま
す
」
と
言
っ

た
目
は
真
剣
。
今
年
は
ス
タ
ー
ト
の
立

川
記
念
を
圧
倒
的
パ
ワ
ー
で
制
し
た
時

は
、
こ
の
ま
ゝ
勝
ち
進
む
の
で
は
と
期
待

さ
れ
た
の
に
、
万
全
を
期
し
て
臨
ん
だ

地
元
大
宮
記
念
の
決
勝
を
取
り
こ
ぼ
し

て
か
ら
は
記
念

・
特
別
と
決
勝
に
は
駒

を
進
め
て
も
展
開
に
恵
ま
れ
ず
苦
杯
を

舐
め
て
い
た
が
、
殻
を
破
っ

た
の
が
５
月
京
王
閣
記

念
。
共
に
練
習
す
る
事
も

あ
る
吉
澤
純
平

（
茨
城
）

の
献
身
的
な
先
導
も
あ
っ

て
の
完
全
Ｖ
。
こ
の
勢
い

で
青
森
全
プ
ロ
記
念
を
制

し
、
着
々
と
賞
金
を
積

み
上
げ
、
静
岡
Ｇ
Ｐ
出
場

レ
ー
ス
は
好
位
置
を
キ
ー

プ
し
た
の
は
こ
れ
全
て
実

力
の
成
せ
る
業
。

　

昨
年
の
落
車

・
失
格
を
リ
ベ
ン
ジ
せ
ん

と
臨
ん
だ
平
オ
ー
ル
ス
タ
ー
は
ド
リ
ー

ム
レ
ー
ス
で
は
存
在
感
を
誇
示
し
た
の

に
、
大
事
な
準
決
勝
で
脇
本
雄
太
の
半

端
な
い
パ
ワ
ー
に
屈
し
た
シ
ョ
ッ
ク
が
最

終
日
の
落
車
に
繋
が
っ
た
の
か
も
。
幸

い
怪
我
は
全
治
１
週
間
と
言
う
事
で
元

気
に
富
山
記
念
を
走
っ
た
の
は
、
こ
れ

全
て
ス
テ
ー
タ
ス
に
し
て
い
る
Ｇ
Ｐ
に
出

る
た
め
か
。
飽
く
な
き
執
念
で
ラ
イ
バ

ル
の
脇
本
に
教
え
を
乞
い
、
そ
れ
を
早

速
練
習
に
取
り
入
れ
る
貪
欲
さ
こ
そ
が

こ
の
選
手
最
大
の
長
所
。
何
を
や
っ
て

も
絵
に
成
る
超
ス
タ
ー
が
熊
本
記
念
成

功
の
た
め
疾
駆
し
ま
す
。

　
　

祖
父
そ
し
て
父
に
叔
父
と
競
輪
一
家

に
育
っ
た
佐
賀
の
素
朴
な
青
年
は
こ
つ
こ

つ
と
努
力
す
る
事
で
何
時
の
間
に
か
九

州
輪
界
ト
ッ
プ
の
座
に
。
そ
れ
を
立
証

し
た
の
が
平
オ
ー
ル
ス
タ
ー
で
の
ド
リ
ー

ム
メ
ン
バ
ー
入
り
。
こ
れ
は
全
国
の
フ
ァ

ン
が
認
め
て
投
票
し
て
く
れ
た
か
ら
の

結
果
。

　

期
待
に
応
え
ん
と
早
く
か
ら
調
整
に

入
り
、
フ
レ
ー
ム
も
注
文
通
り
の
新
品

が
届
き
、
し
っ
か
り
乗
り
込
ん
で
本
番

を
迎
え
た
の
に
、
練
習
と
違
っ
た
の
か
、

ド
リ
ー
ム
戦
は
平
原
康
多
が
捲
り
、
追
っ

た
武
田
豊
樹
の
後
を
キ
ー
プ
し
た
の
に

伸
び
切
れ
ず
の
４
着
。
そ
れ
で
も
準
決

勝
フ
リ
ー
パ
ス
の
シ
ャ
イ
ニ
ン
グ
ス
タ
ー
賞

に
進
出
。
こ
ゝ
で
も
勘
は

冴
え
渡
り
、
先
制
し
た

新
山
響
平

・
渡
邉
一
成

の
後
を
キ
ー
プ
し
て
た
の

に
伸
び
る
処
か
後
退
し
た

事
で
準
決
は
ス
パ
ッ
と
新

車
を
切
り
捨
て
、
元
の
慣

れ
た
物
で
２
着
に
入
っ
た

の
に
、
無
情
に
も
大
量
落

車
の
原
因
を
作
っ
た
事
で

平
オ
ー
ル
ス
タ
ー
は
無
念

の
２
年
連
続
失
格
で
終
焉

し
た
が
、
昨
年
は
ダ
ー
ビ
ー

・
高
松
宮

記
念
杯
の
Ｇ
Ⅰ
で
優
出
。
今
年
は
２
月

四
日
市
全
日
本
選
抜
で
の
優
出
で
弾
み

を
付
け
、
４
月
地
元
武
雄
記
念
は
ラ
イ

ン
の
力
で
待
望
の
記
念
初
優
勝
。
こ
れ

で
佐
賀
輪
界
№
１
の
地
位
を
不
動
の
も

の
に
。

　

次
な
る
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
競
輪
選
手
な

ら
ば
誰
し
も
が
一
度
は
穿
い
て
み
た
い

Ｓ
Ｓ
パ
ン
ツ
。
今
回
の
熊
本
記
念
で
弾

み
を
付
け
て
今
年
最
後
の
大
一
番
、
小

倉
競
輪
祭
ナ
イ
タ
ー
Ｇ
Ⅰ
で
の
優
勝
。

熊
本
記
念
は
久
し
振
り
だ
が
、
西
九
州

の
後
輩
、
山
崎
賢
人
が
居
り
、
晴
れ
て

２
人
し
て
決
勝
に
乗
れ
ば
中
川
誠
一
郎

の
た
め
に
一
肌
脱
ぐ
事
を
約
束
。

　
　

御
存
知
の
通
り
昨
年
熊
本
記
念
の

覇
者
。
根
性
ム
キ
出
し
に
し
て
前
々
に

攻
め
る
姿
に
シ
ビ
れ
た
フ
ァ
ン
は
数
知
れ

ず
、
玄
人
フ
ァ
ン
人
気
№
１
。
今
年
は

２
月
四
日
市
全
日
本
選
抜
で
決
勝
に
乗

り
、
村
上
義
弘

・
博
幸
の
兄
弟
、
椎

木
尾
拓
哉
を
連
れ
て
男
ら
し
く
赤
板
発

進
で
散
っ
た
が
、
続
く
静
岡
記
念
は
村

上
義
弘
を
連
れ
て
、
捲
り
を
決
め
て
の

優
勝
。

　

そ
れ
か
ら
は
更
な
る
飛
翔
を
目
指

し
て
フ
レ
ー
ム
・
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
を
大
幅

に
変
え
た
事
で
ミ
ニ
ス
ラ
ン
プ
に
陥
っ
た

が
、
４
月
末
の
熊
本
Ｆ
Ｉ

（
久
留
米
）

は
中
川
誠
一
郎
の
準
Ｖ
で
復
調
の
兆
し

が
。
Ｆ
Ｉ
戦
で
着
々
と
結
果
を
残
し
て

迎
え
た
の
が
平
オ
ー
ル

ス
タ
ー
。
初
戦
は
１
着
の

み
が
準
決
勝
フ
リ
ー
パ
ス

の
シ
ャ
イ
ニ
ン
グ
ス
タ
ー
賞

の
特
選
で
捲
り
を
決
め
見

事
１
着
。
難
関
の
準
決

勝
を
突
破
す
る
や
決
勝

は
村
上
義
弘
を
差
し
置

い
て
脇
本
雄
太
の
番
手
に

成
っ
た
時
は
逆
転
Ｖ
で
初

の
グ
ラ
ン
プ
リ
決
め
る
の

で
は
と
期
待
さ
れ
た
の
に
、

結
果
は
岸
和
田
高
松
宮
記
念
杯
準
決

と
同
じ
で
、
脇
本
の
ワ
ー
ル
ド
パ
ワ
ー
に

離
れ
る
大
失
態
。
後
を
固
め
て
く
れ
た

村
上
に
迷
惑
掛
け
た
事
を
猛
省
。

　

悔
し
さ
を
胸
に
帰
郷
し
た
翌
日
か
ら

猛
練
習
を
開
始
し
た
の
は
性
格
で
あ

り
、
幼
少
の
こ
ろ
か
ら
始
め
た
Ｂ
Ｍ
Ｘ
の

競
技
で
培
っ
た
浪
花
の
ド
根
性
。
天
下

を
取
る
た
め
の
努
力
は
惜
し
ま
な
い
の

は
ト
ッ
プ
ス
タ
ー
の
共
通
点
だ
が
、
違

う
の
は
フ
レ
ー
ム
・
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
だ
け

で
な
く
、
独
身
な
の
に
遊
ぶ
と
か
は
一

切
考
え
ず
、
時
間
が
あ
れ
ば
ウ
エ
ー
ト

そ
し
て
街
道

・
バ
ン
ク
に
打
ち
込
む
姿

は
間
違
い
な
く
次
は
脇
本
を
逆
転
し
て

る
強
者
。

　
　

２
０
０
３
年
の
11
月
高
知
で
開
催
さ

れ
た
全
日
本
選
抜
Ｇ
Ⅰ
を
ゴ
ー
ル
前
の

激
斗
を
制
し
、
落
車
し
乍
ら
の
初
戴

冠
で
頂
点
に
立
つ
や
、
次
の
年
は
高
松

で
の
共
同
杯
、
そ
し
て
１
年
後
の
武
雄

ふ
る
さ
と
ダ
ー
ビ
ー
も
獲
り
、
特
別
の

決
勝
進
出
20
回
以
上
、
Ｇ
Ｐ
４
度
出
場

の
大
選
手
だ
け
ど
、
周
り
を
和
ま
せ
る

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
は
変
わ
ら
ず
、
お
ち
ゃ

ら
け
た
事
ば
か
り
言
っ
て
る
が
、
そ
の

裏
で
は
凄
い
練
習
を
し
て
る
の
が
安
定

し
た
成
績
。
東
日
本
大
震
災
の
原
発

騒
動
で
弟
々
子
の
山
崎
芳
仁
一
家
と

共
に
沖
縄
は
宮
古
島
に
移
動
し
て
練
習

に
励
ん
で
い
た
が
、
子
供
の
学
校
を
考

え
て
沖
縄
本
島
に
移
り
、
山
崎
だ
け
で

な
く
沖
縄
の
選
手
と
練
習

す
る
だ
け
で
は
飽
き
足
ら

ず
、
オ
ー
ル
ス
タ
ー
前
は

金
子
貴
志
が
恒
例
化
し
て

い
る
長
野
し
ら
び
そ
の
高

地
合
宿
に
沖
縄
の
仲
松
勝

太

・
ラ
モ
ス
レ
オ
を
帯
同

し
て
参
加
、
そ
こ
に
来
て

た
三
谷
竜
生
や
超
ベ
テ
ラ

ン
疋
田
敏
等
と
山
道
を
何

十
本
も
モ
ガ
い
て
１
年
分

の
ス
タ
ミ
ナ
を
養
成
し
た

と
の
事
。
展
開
も
あ
っ
て
地
元
オ
ー
ル

ス
タ
ー
で
は
二
次
予
選
止
ま
り
だ
っ
た

が
、
調
子
の
良
さ
は
変
わ
ら
ず
、
思
い

出
の
高
知
バ
ン
ク
で
の
共
同
杯
、
前
橋

寬
仁
親
王
牌
を
転
戦
し
て
迎
え
る
熊

本
記
念
。
沖
縄
に
住
ん
で
る
関
係
で
九

州
の
地
は
地
元
と
思
っ
て
る
の
で
、
そ
れ

も
大
好
き
な
熊
本
の
記
念
で
あ
れ
ば
愛

着
も
あ
る
の
で
パ
ー
フ
ェ
ク
ト
に
仕
上
げ

て
参
戦
す
る
事
を
約
束
。
今
回
は
連

携
す
れ
ば
悪
か
っ
た
事
が
な
い
新
山
響

平
の
番
手
は
約
束
さ
れ
て
る
の
で
、
し
っ

か
り
決
勝
に
乗
っ
て
狙
う
は
優
勝
だ
け

ど
、
独
特
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
大
い
に

盛
り
上
げ
る
役
目
も
担
う
。

　
　

高
校
で
頭
角
を
現
わ
し
た
陸
奥
の
怪

童
は
、
師
匠
の
坂
本
勉
氏
と
同
じ
日
本

大
学
に
進
学
し
た
が
、
ど
う
せ
プ
ロ
に

成
る
な
ら
で
１
０
７
期
を
受
験
、
卓
越

し
た
能
力
で
一
生
の
想
い
出
に
成
る
卒

記
を
優
勝
。

　

デ
ビ
ュ
ー
後
は
ラ
イ
バ
ル
吉
田
拓
矢

・

鈴
木
竜
士
と
共
に
Ｓ
級
ま
で
は
ノ
ン
ス

ト
ッ
プ
で
昇
格
。
違
っ
た
の
は
そ
の
年
の

函
館
記
念
を
逃
げ
切
り
で
獲
り
、
史

上
最
年
少
記
録
を
樹
立
し
た
だ
け
で
な

く
、
初
挑
戦
の
Ｇ
Ⅰ
小
倉
競
輪
祭
で
も

決
勝
に
乗
り
、
旋
風
を
巻
き
起
こ
し
た

が
、
目
立
っ
た
の
は
そ
こ
迄
で
、
出
る

杭
は
打
た
れ
る
で
は
な
い
が
、
同
型
に

目
の
敵
に
さ
れ
た
事
も
あ
り
、
一
時
期

は
逃
げ
て
残
れ
ず
、
捲

り
に
行
っ
て
も
ブ
ロ
ッ
ク
で

止
め
ら
れ
る
試
練
を
味

わ
っ
た
が
、
何
事
に
も
動

揺
せ
ぬ
鷹
揚
な
性
格
は

先
輩
そ
し
て
ラ
イ
バ
ル
達

に
可
愛
が
ら
れ
る
事
も
あ

り
、
冬
場
に
や
っ
た
競
輪

学
校
で
の
練
習
が
実
を
結

ん
だ
の
か
、
今
年
は
優
勝

こ
そ
ゼ
ロ
で
も
記
念

・
特

別
で
目
立
つ
活
躍
を
し
て

居
り
、
着
実
に
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
し
て
る
の

は
事
実
。
そ
の
証
が
頑
張
っ
た
平
オ
ー

ル
ス
タ
ー
直
後
の
８
月
21
日
に
函
館
競

輪
場
で
開
催
さ
れ
た
北
日
本
地
区
プ

ロ
、
１
０
０
０
ｍ
Ｔ
Ｔ
に
初
め
て
出
場
し

て
１
分
３
秒
６
の
タ
イ
ム
を
叩
き
出
し
、

常
勝
、
早
坂
秀
悟
を
押
さ
え
て
優
勝

し
た
だ
け
で
な
く
、
チ
ー
ム
ス
プ
リ
ン
ト

で
も
佐
藤
博
紀

・
坂
本
貴
史
と
組
ん
で

優
勝
と
八
面
六
臂
の
活
躍
。

　

若
い
と
言
う
の
は
素
晴
ら
し
い
も
の

で
、
現
在
は
成
長
過
程
と
決
め
て
る
の

か
、
敢
え
て
捲
り
は
狙
わ
ず
、
ラ
イ
ン

を
引
き
連
れ
て
４
０
０
バ
ン
ク
な
ら
ば
２

周
逃
げ
て
も
押
し
切
れ
る
パ
ワ
ー
を
身

に
付
け
て
る
最
中
。
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